
     

令和３年度も共同募金運動にご協力をよろしくお願いいたします 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

                     

 

   

 

４月２３日、社会福祉法人中央共同募金会から、 

当共同募金委員会の長年にわたる功績が認められ、 

優良地区として団体表彰を受け、十河義博会長と 

本間良子副会長が、長沼町長に受賞報告を行いました。            

 

 

                                    

町民の皆様のご協力の賜物と感謝申し上げます。 
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ちょっと一息 
５つのまちがい 

   さがせますか？ 

“広報紙にお問い合わせ、閲覧できます。” 

この社協だよりは、赤い羽根共同募金の配分金により発行されています。 



        

                                  （長沼町社会福祉協議会）  

  

昨年より、新型コロナウイルス感染症が世界的に広まり、混乱が生じております。我が国においても、感染者が 

発生しており、緊急事態宣言を発出され、何とか食い止めようと努めてはいますが、終息の兆しは見えてきていま 

せん。ワクチン接種も始まり、早く国民に実施されれば、陽性者も減少し、終息の兆しが見えてくることと思いま 

す。そして日本の経済も自粛や倒産・廃業など厳しい状況が今年は好転することと思います。 

本町においても、厳しい状況下にあり、経済・医療・福祉などにその影響を落としてきていると思います。 

この厳しい中、医療・福祉などの問題に対応することが、喫緊の課題となっています。本町の６５歳以上の高齢 

化率は３６．３％で２０４５年には５３．２％になるという予測も出ています。地域住民同士の絆の希薄化や核家 

族化が進み、単独世帯、夫婦のみの高齢者世帯が増加し、介護できる者がいない、あるいは「老々介護」の世帯が 

多くなってきています。誰もが住み慣れた地域で安心して住み続けるためには、高齢者・障がい者の介護といった 

福祉問題だけでなく、孤立死の問題、防災及び災害時の要援護者支援などきめ細かな支援活動が求められてきます。 

 地域住民が抱えている多様な生活・福祉課題を受け止め、誰もが安心、安全に暮らすことが出来る社会づくりが、

地域福祉の推進役である社会福祉協議会の課題として取り組むよう強く要望されているところであります。 

 当社協といたしましては、ボランティアの皆様をはじめ、地域住民の方々のご理解とご協力のもとに、今日まで 

実施してきました指定訪問介護事業、指定居宅介護支援事業、障がい者地域生活支援事業などの各種事業、高齢者 

等に対する「安否確認」、「サロン」、「昼食会」などといった地域支援事業のさらなる充実強化を図り、これからの 

高齢化率の増加に対応すべく、地域住民の皆様がより安心して生活できる環境整備に努めてまいりますとともに、 

行政からのなお一層の支援を働きかけるなど、より安定した事業実施体制の確保に向けた予算要望を積極的に展開 

してまいります。また、新型コロナウイルス感染症に負けることなく、行事が出来ればと思います。 

 以上の基本方針に基づき、本年度におきましても下記事業について、地域住民の皆様方とともに、社協ならでは 

の多種多様な支援体制の構築に向けた取り組みを図ってまいります。 

 

 

(1) 多種多様なサービスの充実強化 

 ・ 訪問介護、介護支援等の事業の安定化   ・ 障がい者等への日常生活自立支援 

(2) ボランティア団体との連携の強化 

 ・ ボランティア活動者への支援の推進      ・ ボランティア活動者との協働、連携 

(3）財政基盤の強化   

 ・ 職員の意識改革による経費の節減と資質向上による効率的な事業への取組み 

  ・ 特別会員の加入促進     ・ 募金活動への協力 
 

  

(1) 広報活動 

 ・ 広報紙及びボランティ通信の発行 

(2) 研修活動 

  ・ 各種研修会及び大会への役職員派遣 

  ・ ボランティア研修会への活動者の派遣 

 

 

(3）在宅福祉サービス 

 ・ ボランティア団体との連携による安否確認、昼食会、サロン及び施設交流会の継続実施 

・ 職員による直接訪問及び相談活動の強化      ・ 入浴サービスの実施    

   ・ 移送サービスの実施   ・ 配食サービスの実施 

 (4）心配ごと相談     

  ・ 人権相談の開催      ・ 無料法律相談の開催         

 (5）その他 

 ・ 日常生活用具の貸出             

・ 生活継資金の貸出(１件当たりの貸付額５０千円限度) 

   ・ 修学旅行費用援助の実施(要保護及び準要保護の児童生徒)  

   ・ 祝品、記念品、見舞金等の贈呈(喜寿祝・新入学児童、歳末見舞、杖、会葬礼状) 

   ・ 各種団体への助成 

 

                                                                                                                                             

（単位：千円） 

事 業 名 収 入 支 出 差 引 事 業 等 の 主 な 内 容 
法人運営事業 
 
 

38,788 38,760 28 社会福祉大会・各種大会参加、研修視察関係、入浴サ
ービス、移送サービス、配食サービス、安否確認、杖
支給、相談事業、福祉団体助成金など 

共同募金配分事業 2,277 2,277 
 

0 小・中学生修学旅行費援助(要・準要保護世帯）、新入
学児童祝品贈呈、施設交流会開催、喜寿祝品贈呈、ボ
ランティアスクール開催、ボランティア活動者保険加
入、会葬礼状印刷・線香セット贈呈、広報誌発行、歳
末見舞金配分、昼食会開催、学童・生徒ボランティア
活動普及 

ボランティアセンター
運営事業 

3,324 3,324 
 

0 ボランティアセンター運営委員会開催、広報紙発行、
高齢者サロン・昼食会の開催、ボランティア活動者研
修会派遣、など 

生活継資金貸付事業 800 800 0 一時的な生活資金として 5 万円を上限に無利子で貸付 
(6 カ月以内の償還と保証人が条件） 

訪問介護事業 31,497 31,487 10 介護認定者との契約による制度外訪問介護、訪問介護
(介護・介護予防)、福祉有償運送(病院等への移送サー
ビス) 

居宅介護事業 13,213 13,180 33 
 

特定疾病者や障がい者との契約による居宅介護(介
護、同行援護)、移動支援、日中一時支援、生活サポー
ト 

居宅介護支援事業 40,410 40,263 147 介護認定者等との契約によるサービス利用計画の作
成、サービス提供事業者等との連絡調整及び便宜の提
供、サービス実施状況の把握及び評価、制度等に関す
る相談及び説明 

共生型自立支援多機能
ハウス事業 

6,590 
 

6,510 80 
 

居室（8 室）、短期宿泊サービス、一時預かりサービス・
浴室提供、24 時間職員配置 

計 136,899 136,601 298  
                                                   

事業運営の基本方針 

重点的推進事業等 

令和３年度 事業計画と予算額  

その他推進事業等 

予     算 


